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７８

今
号
の
主
な
内
容

の
日
か
ら
３
年
。
東
日
本
大
震

災
直
後
に
高
校
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
生
徒
た
ち
が
卒
業
の
時
を
迎

え
た
。
生
徒
た
ち
は
、
未
曽
有
の
大
震
災

の
影
響
を
直
接
、
間
接
的
に
受
け
な
が
ら

３
年
間
の
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
き
た
。

中
で
も
東
北
地
方
沿
岸
部
の
高
校

は
直
接
的
に
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
る
。
校
舎
が
壊
滅

し
た
り
原
発
事
故
の
影
響
を
受
け
た

り
し
て
、
３
年
間
一
度
も
本
校
舎
で

授
業
を
受
け
る
こ
と
な
く
卒
業
し
て

い
く
生
徒
も
多
い
。

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
気
仙
沼
向
洋
高

校
も
そ
の
一
つ
。
前
身
が
気
仙
沼
水
産
高

校
の
同
校
は
海
岸
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル

の
距
離
に
あ
っ
た
。
１０
メ
ー
ト
ル
近
く
に

も
な
っ
た
津
波
は
、
４
階
建
て
の
校
舎
の

４
階
部
分
に
も
達
し
、
校
舎
、
実
習
施
設

を
含
め
全
て
の
教
育
施
設
が
流
出
し
た
。

入
学
し
た
ば
か
り
の
生
徒
は
、
近
隣

の
３
つ
の
学
校
に
分
か
れ
て
高
校
生
活

が
始
ま
っ
た
。
１
年
生
の
１１
月
に
プ
レ

ハ
ブ
の
仮
設
校
舎
が
完
成
し
、
生
徒
は

一
つ
に
な
る
が
、
不
自
由
な
環
境
の
中

で
の
学
校
生
活
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
生
徒
た
ち
は
明
る
く
高
校

生
活
を
謳
歌
し
て
き
た
。

本
来
、
本
校
の
体
育
館
で
行
う
べ
き

卒
業
式
は
気
仙
沼
市
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
た
。
卒
業
証
書
を
手
に
し
た

１
１
８
人
。
先
輩
の
誰
も
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
卒

業
生
は
、
し
っ
か
り
前
を
向
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
未
来
へ
新
た
な
一
歩
を
踏
み
だ

し
た
。（
１０
頁
に
関
連
ル
ポ
）

あ
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理
事
事
会
報
告

　

平
成
２６
年
度

全
国
高
Ｐ
連
活
動
方
針

本
連
合
会
は
２５
年
度
か
ら

加
盟
費
の
引
上
げ
に
よ
り
財

務
基
盤
が
安
定
し
、
自
主
事

業
を
柱
と
す
る
活
動
の
充
実

が
一
層
期
待
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
平
成
２６
年

度
は
以
下
の
基
本
目
標
お
よ

び
事
業
方
針
を
掲
げ
る
。

１�　

青
少
年
の
健
全
育
成
に

関
す
る
調
査
研
究
と
啓
発

活
動
。

２�　

青
少
年
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
お
よ
び
生
涯
学
習
に
資

す
る
調
査
研
究
と
啓
発
活

動
。

３�　

広
報
紙
お
よ
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
活
用
に
よ
る
広

報
。

４�　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
に

資
す
る
研
究
大
会
、
講
演

会
、
研
修
会
の
開
催
。

５�　

賠
償
責
任
補
償
制
度
の

運
営
と
拡
充
。

６�　

社
会
環
境
、
教
育
環
境

の
整
備
な
ら
び
に
家
庭
の

健
全
化
を
図
る
活
動
。

７�　

顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
の
他
の
団
体
お

よ
び
個
人
の
顕
彰
。

８�　

東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
高
校
生
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

活
動
支
援
。

９　

そ
の
他

右
の
方
針
に
基
づ
き
、
具

体
的
な
事
業
と
し
て
、
例
年

の
も
の
に
加
え
て
、
次
の
新

規
事
業
を
展
開
す
る
。

①�

全
国
大
会
メ
イ
ン
会
場
に

て
「
高
校
生
と
保
護
者
の

進
路
意
識
調
査
」
に
基
づ

く
研
究
発
表
を
行
う
。

②�

薬
物
乱
用
防
止
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
研
修

会
等
を
地
区
単
位
、
都
道

府
県
市
単
位
で
実
施
す
る
。

③�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
の
た
め
の
調
査

研
究
、
啓
発
、
研
修
活
動

を
行
う
。

④�

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の

高
校
生
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実

情
調
査
を
行
い
、
必
要
な

支
援
の
方
向
性
を
探
る
。

（
※
補
足
、
２５
年
度
の
義
援

金
は
約
２
０
０
万
円
集
ま
っ

て
い
る
。
事
業
予
算
と
は
別

の
も
の
だ
が
、
こ
の
有
効
な

活
用
方
法
を
今
後
探
る
。）

⑤�

賠
償
責
任
補
償
制
度
の

啓
発
普
及
と
自
転
車
事
故

防
止
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
媒
体

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
）
を
制
作
し

配
布
す
る
。

地
区
大
会
日
程

２６
年
度
の
各
地
区
大
会
の

開
催
予
定
は
以
下
の
通
り
。

・
北
海
道
地
区

　

６
月
１４
日（
金
）１５
日（
土
）

�

小
樽
市

・
東
北
地
区

　

７
月
４
日（
金
）５
日（
土
）

�

大
館
市

・
関
東
地
区

　

７
月
４
日（
金
）５
日（
土
）

�

前
橋
市

・
東
京
地
区

　

７
月
１２
日（
土
）

�
渋
谷
区

・
北
信
越
地
区　
　
　
　
　

７
月
３
日（
木
）
４
日（
金
）

�

長
野
市

・
東
海
地
区　

　

６
月
２０
日（
金
）

�

名
古
屋
市

・
近
畿
地
区

　

７
月
５
日（
土
）６
日（
日
）

�

奈
良
市

・
中
国
四
国
地
区

　

７
月
１１
日（
金
）

�

高
知
市

・
九
州
地
区　

　

６
月
１９
日（
木
）２０
日（
金
）

�

鹿
児
島
市

賠
償
責
任
補
償
制
度

幹
事
会
社
報
告

・
加
入
率
が
４９
．６
％
に
上
昇
。

・�

事
故
発
生
状
況
で
は
、
支

払
金
額
比
率
の
過
去
累
計

で
百
％
を
超
え
て
い
る

が
、
今
年
度
は
１２
月
現
在

で
、
３１
．
８７
％
と
低
い
水

準
。
高
額
支
払
案
件
で
も

６
４
０
万
円
の
１
件
の
み
。

事
故
防
止
の
取
組
み
の
成

果
で
あ
れ
ば
嬉
し
い
。

・�

事
故
事
例
で
は
今
年
１
月

千
葉
県
の
女
子
高
生
が
起

こ
し
た
８０
歳
女
性
の
死
亡

事
故
が
あ
る
。
生
徒
の
在

籍
校
は
制
度
に
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
家
族
が

自
転
車
保
険
に
入
っ
て
い

た
。

・�

学
生
総
合
補
償
制
度
な

ど
の
加
入
は
１
～
２
割
程

度
と
推
定
さ
れ
る
。
残
り

８
～
９
割
は
別
の
保
険
に

入
っ
て
い
な
け
れ
ば
無
保

険
状
態
と
な
る
。

・�

ま
た
、
１
月
の
東
京
地
裁

の
判
例
で
は
４
７
４
６
万

円
の
高
額
支
払
い
命
令
が

で
た
。

・�

最
近
、
歩
道
上
な
ど
歩
行

者
が
保
護
さ
れ
て
い
る
状

況
下
で
の
事
故
の
判
例
で

は
、
自
転
車
の
加
害
責
任

を
自
動
車
同
様
に
重
く
見

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

全
国
大
会
福
井
大
会

実
行
委
員
会
報
告

１�　

開
会
式
会
場
に
つ
い
て

（
再
確
認
）、
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
プ
ラ
ザ
、
敦
賀
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

分
科
会
の
参
加
者
は
開
会

式
も
そ
の
会
場
と
す
る
。

そ
の
他
の
分
科
会
場
の
参

加
者
は
サ
ン
ド
ー
ム
福
井

と
す
る
。

２�　

参
加
申
し
込
み
に
つ
い

て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

２
通
り
あ
る
が
経
費
・
事

務
処
理
の
手
間
な
ど
か
ら

き
る
だ
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
で
お

願
い
し
た
い
。

３　

講
演
の
講
師
と
し
て

　

�

基
調
講
演
は
教
育
評
論
家

の
尾
木
直
樹
氏
、
記
念
講

演
は
恐
竜
博
物
館
特
別
館

長
の
東
洋
一
氏
に
決
定
位

し
た
。

４�　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
し
込
み
の
方

法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

第
６５
回
全
国
大
会

岩
手
大
会
に
つ
い
て

（
準
備
委
員
会
よ
り
）

平
成
２７
年
８
月
１９
～
２１

日
、
水
木
金
の
日
程
で
盛
岡

市
に
て
。
主
会
場
・
副
会
場

は
岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

（
ア
ピ
オ
）
と
盛
岡
市
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
を
予
定
。
そ
の

他
の
分
科
会
場
は
盛
岡
駅
周

辺
に
配
置
す
る
よ
う
計
画

中
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
未
来

圏
か
ら
の
風
を
つ
か
め
！
～

新
時
代
を
担
う
君
た
ち
と
共

に
～
」。

総
務
省
よ
り

総
合
通
信
基
盤
局
電
気
通

信
事
業
部
消
費
者
行
政
課
長

補
佐
・
鎌
田
俊
介
氏
よ
り

総
務
省
・
文
科
省
な
ど
８

省
庁
あ
げ
て「
春
の
安
心
ネ
ッ

ト
・
新
学
期
一
斉
行
動
」
を

展
開
す
る
旨
の
周
知
と
本
会

へ
の
取
組
み
要
請
が
あ
っ
た
。

安
心
ネ
ッ
ト
づ
く
り

促
進
協
議
会
よ
り

　

広
報
・
研
究
担
当
部
長
の

山
崎
陽
平
氏
よ
り
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｓ

テ
ス
ト
の
協
力
御
礼
と
テ
ス

ト
の
分
析
概
要
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。

　

第
２
回
全
国
会
長
・
事
務
局
長
研
修
会
報
告

去
る
２
月
８
日（
土
）９
日（
日
）に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
事
項
を
抜
粋
で
紹
介
し
ま
す
。

研
修
会
で
行
わ
れ
た
４
つ
の
講
演
の
概
要
を

次
頁
以
降
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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１�　

親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
実
態

☆�

保
護
者
の
８９
％
が
「
進

路
に
つ
い
て
会
話
し
て
い

る
。」
と
答
え
、特
に
「
母

と
娘
」
の
会
話
が
活
発
。

☆�

高
校
生
が
保
護
者
と
話
し

て
い
る
内
容
の
頻
度
上
位

は
「
具
体
的
進
路
」「
将

来
の
職
業
」「
夢
」「
成
績
」。

☆�

保
護
者
が
「
よ
く
使
う
言

葉
」
は
「
自
分
の
好
き
な

こ
と
を
し
な
さ
い
。」
で

親
子
と
も
一
致
し
て
い
る
。

☆�

そ
の
他
の
言
葉
で
は
、
例

え
ば
、
子
ど
も
は
「
勉
強

し
な
さ
い
」
と
よ
く
言

わ
れ
て
い
る
が
、
保
護
者

の
方
に
は
そ
の
覚
え
は
あ

ま
り
な
い
と
い
う
認
識

ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
る
。

☆�

進
路
に
つ
い
て
相
談
す
る

相
手
は
圧
倒
的
に「
母
親
」

で
高
校
生
の
８３
％
が
相
談

し
て
い
る
。
父
親
に
相
談

す
る
の
が
４１
％
。

☆�

高
校
生
の
６６
％
が
保
護
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て

お
り
、
こ
れ
は
前
回
よ
り

６
％
増
え
て
い
る
。

２�　

進
路
に
ま
つ
わ
る
期
待

と
不
安

☆�

７
割
の
高
校
生
が「
不
安
」

を
感
じ
て
い
る
。
気
が
か

り
な
こ
と
の
１
位
は
「
学

力
」、
２
位
「
自
分
に
合
っ

て
い
る
も
の
が
分
か
ら
な

い
」、
３
位
「
や
り
た
い

こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い
」。

☆�

「
将
来
働
く
こ
と
へ
の
気

が
か
り
」
は
高
校
生
も
保

護
者
も
７
割
が
「
あ
る
」。

そ
の
内
容
は
と
も
に
「
就

き
た
い
職
業
に
就
け
る
だ

ろ
う
か
」、
つ
い
で
高
校

生
は
「
収
入
」「
職
場
の

人
間
関
係
」
を
あ
げ
、
保

護
者
も
「
職
場
の
人
間
関

係
」
を
気
に
し
て
い
る
。

☆�

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
「
好

ま
し
い
」
と
み
る
高
校
生

が
増
え
た
が
、
約
半
数
は

「
好
ま
し
く
な
い
」
と
み

て
い
る
。
保
護
者
も
「
好

ま
し
い
」が
増
え
た
が「
好

ま
し
く
な
い
」
が
６
割
を

超
え
、
不
安
視
す
る
意
見

が
大
勢
を
占
め
た
。

☆�

「
将
来
就
き
た
い
職
業
」「
就

か
せ
た
い
職
業
」
は
親
子

と
も
に
「
公
務
員
」、
高
校

生
は
つ
い
で
看
護
師
（
女

子
２
位
、
男
子
３
位
）、
教

師（
男
子
２
位
、女
子
３
位
）。

３�　

保
護
者
の
動
き
と
高

校
・
教
員
へ
の
要
望

☆�

高
校
の
進
路
指
導
へ
の
要
望

は
親
子
と
も
「
進
路
情
報
提

供
」
で
、
保
護
者
は
自
身
で

「
体
験
」「
行
動
」
す
る
機
会

を
要
望
す
る
声
が
多
い
。

☆�

保
護
者
は「
ア
ド
バ
イ
ス
」

か
ら
保
護
者
自
身
が
「
行

動
す
る
」
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
「
子
ど
も
と
一
緒
に

考
え
た
い
か
ら
」が
７０
％
。

☆�

高
校
生
は
親
の
干
渉
具
合

を
６
割
が
「
ち
ょ
う
ど
い

い
」
と
見
て
い
る
が
、「
干

渉
す
る
」
が
２５
％
以
上
あ

り
、
前
回
の
２１
％
よ
り
増

加
し
て
い
る
。
少
し
過
干

渉
な
保
護
者
が
増
え
て
い

る
よ
う
だ
。

４　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響

☆�

親
子
共
に
半
数
が
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
が
あ

る
」
と
答
え
て
い
る
。

☆�

高
校
生
の
半
数
以
上
が
、

「
通
用
す
る
人
材
に
な
り

た
い
」。
し
か
し
保
護
者

で
は
「
な
っ
て
ほ
し
い
」

が
３９
％
。

☆�

進
路
希
望
別
に
集
計
し
て

み
る
と
、
大
学
進
学
希
望

者
の
保
護
者
で
は
「
是
非

な
っ
て
ほ
し
い
」が
増
え
る
。

☆�

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要

な
能
力
は
高
校
生
・
保
護

者
と
も
に
第
一
が
「
語
学

力
」
と
第
二
が
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
と

し
て
い
る
が
、実
際
に
「
語

学
力
を
持
っ
て
い
る
」
と

い
う
高
校
生
は
７
％
。

☆�「
子
ど
も
を
留
学
さ
せ
た

い
」
保
護
者
は
約
２
割
。

「
さ
せ
た
い
と
思
わ
な
い
」

が
約
４
割
。
そ
の
理
由
で

は
治
安
を
心
配
す
る
声
も

多
い
。

５　

今
回
の
調
査
を
通
じ
て

（
ま
と
め
）

①
進
路
に
ま
つ
わ
る
親
子
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
お

お
む
ね
良
好
で
あ
っ
た
。色
々

な
悩
み
や
希
望
進
路
を
共
有

す
る
親
子
関
係
に
な
っ
て
き

た
よ
う
で
素
晴
ら
し
い
。

②
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
高

校
生
と
そ
れ
に
応
え
た
い
と

親
身
に
相
談
に
乗
る
保
護
者

の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

③
一
方
で
子
ど
も
よ
り
先
回

り
し
て
「
出
し
ゃ
ば
り
す
ぎ

る
」
保
護
者
が
み
ら
れ
る
の

も
危
惧
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
。

④
社
会
の
景
況
感
と
は
裏
腹

に
、
就
職
に
関
し
て
親
子
の

不
安
感
が
ま
だ
払
拭
さ
れ
て

い
な
い
。

⑤
子
ど
も
の
「
自
立
支
援
」

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
家
庭

で
教
育
し
て
い
く
の
か
、
ま

た
高
校
現
場
で
の
教
育
に
結

び
付
け
て
い
く
の
か
模
索
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑥
保
護
者
を
支
援
す
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
が
重
要
…
保
護
者

自
身
が
情
報
を
た
く
さ
ん
仕

入
れ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し

ろ
保
護
者
が
投
げ
か
け
を
し

て
高
校
生
が
気
づ
い
て
行
動

し
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
。

最
後
に
保
護
者
の
あ
り
た

い
ス
タ
ン
ス
と
し
て
…
子
ど

も
が
知
っ
て
い
る
世
界
は
小

さ
く
狭
い
。
だ
か
ら
で
き
る

だ
け
世
界
を
広
げ
て
あ
げ
る

こ
と
。
特
に
高
校
生
が
自
分

は
気
づ
い
て
い
な
い
が
他
人

か
ら
見
ら
れ
て
い
る
自
己
に

気
づ
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
。�

（
２
月
８
日
）

　

第
６
回
進
路
意
識
調
査
結
果
報
告（
要
旨
抜
粋
）

　
　

（
株
）リ
ク
ル
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
編
集
長　

山　

下　

真　

司　

氏　

一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会

株式会社リクルートマーケティングパートナーズ　合同調査

第６回　高校生と保護者の進路に関する意識調査

調査対象：全国高校２年生とその保護者（９都道府県高校３校・総計２７校）

調査時期：平成２５年９月２４日～１０月３１日

回答総数：高校生　２，０４３人、保護者　１，６９６人

調
査
結
果
に
関
す
る
詳

細
な
報
告
は
全
国
高
Ｐ
連

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ま
た
加
盟
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
宛
て
に
も
各
１
冊
配

布
し
て
あ
り
ま
す
。
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（
２
月
８
日
、
文
部
科
学
省

の
教
育
再
生
実
行
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
、
多
く
の
ス
ラ

イ
ド
を
用
い
て
一
時
間
に
わ

た
り
ご
講
話
下
さ
い
ま
し

た
。）

Ⅰ�　

教
育
再
生
実
行
会
議
に

つ
い
て
（
省
略
）

Ⅱ�　

教
育
再
生
実
行
会
議
の

こ
れ
ま
で
の
提
言
と
そ
れ

を
受
け
た
取
組
み

第
一
次
提
言
の
「
い
じ
め

の
問
題
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」
を
受
け
て
体
罰
禁
止
に

関
す
る
通
知
を
発
出
し
、「
運

動
部
活
動
で
の
指
導
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、「
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
の

成
立
を
み
ま
し
た
。

第
二
次
提
言
「
教
育
委
員

会
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
を
受
け
て
、
１２
月
に
中

教
審
答
申
「
今
後
の
地
方
教

育
行
政
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

通
常
国
会
へ
の
法
案
提
出
に

向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

Ⅲ�　

第
三
次
提
言
（
こ
れ
か

ら
の
大
学
教
育
の
在
り
方
）

ま
ず
、
こ
の
問
題
の
前
提

と
し
て
、
少
子
高
齢
化
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
成

人
は
１
２
０
万
人
し
か
い
ま

せ
ん
。
こ
の
少
な
い
人
数
で

国
を
ど
う
や
っ
て
維
持
し
て

い
く
か
が
問
題
で
す
。

一
方
で
大
学
生
の
数
は

減
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
学

進
学
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に

比
べ
て
高
い
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
も
低
下
す
る
一
方
だ
と

か
、
海
外
へ
の
留
学
生
も
減

少
し
て
い
る
と
か
国
際
的
な

ス
テ
ー
タ
ス
の
低
下
が
教
育

の
世
界
で
も
起
き
て
い
ま

す
。
企
業
の
海
外
派
遣
も
減

少
し
て
お
り
経
済
界
の
危
機

感
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
て
、
具
体
的
な
目
標
と
し

て
５
つ
の
柱
を
立
て
て
い
ま

す
。
第
１
の
課
題
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
。

な
か
で
も
初
等
中
等
教
育
段

階
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
た
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
英
語
教

育
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
互

い
に
異
な
る
文
化
的
背
景
を

持
つ
人
々
の
相
互
理
解
を
進

め
て
い
く
人
材
、
幅
広
い
教

養
に
立
っ
て
自
分
で
考
え
る

人
材
の
育
成
が
大
切
で
す
。

第
２
の
課
題
は
社
会
を
牽

引
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
の
た
め
の
教
育
・
研
究
環

境
づ
く
り
。

第
３
は
学
生
を
鍛
え
上
げ
、

社
会
に
送
り
出
す
教
育
機
能

の
強
化
。
日
本
の
学
生
が
勉

強
し
な
い
、
自
分
の
頭
で
考
え

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
い
か
に
自
分
の
頭
で
考
え

さ
せ
る
か
、
い
か
に
し
て
社
会

性
や
強
靭
な
精
神
力
を
身
に

着
け
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題

意
識
が
あ
り
ま
す
。
小
中
高

校
そ
し
て
大
学
を
出
て
か
ら

も
そ
の
力
を
発
展
さ
せ
て
い
け

る
よ
う
な
社
会
の
体
制
を
作

り
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
、
学

ぶ
姿
勢
を
大
学
入
学
前
に
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
４
は
大
学
等
に
お
け
る

社
会
人
の
学
び
直
し
機
能
の

強
化
。
日
本
の
企
業
は
従
来

の
よ
う
に
就
職
し
て
か
ら
企

業
内
で
育
て
る
余
裕
が
な
く

な
っ
て
き
た
し
、
よ
り
高
度

で
よ
り
深
い
専
門
的
な
能
力

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
そ

れ
だ
け
で
は
足
り
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
い
っ
た
ん
社
会

に
出
て
か
ら
も
う
一
度
自
分
の

能
力
を
高
め
専
門
の
幅
を
広

げ
る
た
め
に
は
大
学
が
こ
う

い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
実
現
の

た
め
に
、
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
、
財
政
基
盤
の
確
立

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
第

５
の
柱
で
す
。
ち
な
み
に
高

等
教
育
に
対
す
る
公
財
政
支

出
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
最
下

位
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

す
。
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
平
均
の
半
分
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

い
ま
や
韓
国
の
大
学
に
対

す
る
国
際
的
な
評
価
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
公
財
政

支
出
の
伸
び
率
が
韓
国
や
中

国
は
日
本
よ
り
は
る
か
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅳ�　

第
四
次
提
言
（
高
等
学

校
教
育
と
大
学
教
育
と
の

接
続
・
大
学
入
学
者
選
抜

の
在
り
方
に
つ
い
て
）

今
、
大
学
進
学
率
は
ど
ん

ど
ん
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
高
校
生
、
特
に
中
間
層

の
学
習
時
間
が
減
少
し
つ
つ

あ
る
と
い
う
深
刻
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
現
状
を
踏

ま
え
て
、
人
材
の
質
を
飛
躍

的
に
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
高
校
の
教
育
の
質
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
。
そ
し
て
大
学

の
人
材
育
成
機
能
を
強
化
さ

せ
る
こ
と
。
そ
し
て
両
者
を

よ
り
よ
く
接
続
さ
せ
る
大
学

入
試
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
三
位
一
体
の
改
革
を
提

案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
入

試
改
革
は
中
学
に
ま
で
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
、
実
行
に
移

す
た
め
に
は
何
年
も
前
か
ら

そ
の
内
容
を
提
示
し
て
そ
れ

に
向
か
っ
て
生
徒
が
じ
っ
く

り
準
備
し
て
い
く
と
い
う
の

が
私
た
ち
の
基
本
姿
勢
で
す
。

こ
の
改
革
を
通
じ
て
、
高

校
生
全
体
が
最
低
限
共
通
で

身
に
付
け
る
べ
き
水
準
を

し
っ
か
り
維
持
す
る
こ
と
、

進
路
に
応
じ
て
専
念
で
き
る

体
制
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
社
会
性

の
涵
養
も
大
切
な
の
で
、
そ

れ
ら
を
切
り
捨
て
て
受
験
勉

強
に
専
念
す
る
と
い
う
の
と

は
違
う
高
校
教
育
を
作
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
提
言
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
大
学
入

試
と
は
違
っ
て
、
高
校
生
の

学
習
の
達
成
標
準
を
検
証
で

き
る
よ
う
な
試
験
と
し
て
達

成
度
テ
ス
ト
を
導
入
し
、
そ

れ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
高

校
や
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
弱
点
を
知
り
、
教
育
や

学
習
の
改
善
を
図
る
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
大
学
の
入
学

試
験
で
は
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

だ
け
で
は
測
れ
な
い
よ
う
な

能
力
を
も
っ
と
正
当
に
評
価

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
よ
う
な
方
向
に
向
け
た
提

言
を
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
入
試
改
革
に
応
じ
て
大
学

の
人
材
育
成
機
能
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
も
求
め
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ⅴ　

学
制
の
在
り
方
に
つ
い
て

現
在
６
３
３
制
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
ま
だ
方
向
性
が
出
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

の
審
議
に
ご
注
目
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
再
生
実
行
会
議
の
動
向
（
要
旨
抜
粋
）

教
育
再
生
実
行
会
議
座
長
・
早
稲
田
大
学
総
長　

鎌　

田　
　
　

薫　

氏　
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高
Ｐ
連
の
皆
様
と
と
も
に

保
護
者
の
代
弁
者
と
し
て
教

育
行
政
を
担
っ
て
い
く
ぞ
と

思
い
な
が
ら
、
１０
か
月
足
ら

ず
で
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
長
に

異
動
と
な
り
ま
し
た
。
本
日

で
最
後
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
区
切

り
と
し
て
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

土
曜
授
業
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
土
曜
日
の
正
規

の
授
業
は
「
特
別
の
必
要
が

あ
る
場
合
」
以
外
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
来

年
度
か
ら
は
こ
の
「
特
別
の
」

と
い
う
重
い
言
葉
が
取
れ

て
、
気
軽
に
取
組
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
や

る
決
断
を
促
す
の
が
ま
さ
に

保
護
者
の
方
々
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
で
あ
っ
て
、
学
校
評
議

会
な
ど
を
通
じ
て
要
望
し
て

い
た
だ
く
中
で
学
校
も
動
い

て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

正
規
授
業
以
外
で
も
授
業

で
き
る「
土
曜
の
課
外
授
業
」

い
わ
ゆ
る
補
習
、
さ
ら
に
は

「
土
曜
学
習
」
と
い
う
形
で

実
施
す
る
場
合
は
、
こ
れ
は

誰
が
や
っ
て
も
よ
い
わ
け
で

す
。
こ
れ
に
関
す
る
補
助
金

と
し
て
全
国
の
小
中
高
等
で

約
５
０
０
０
校
分
１３
億
円
を

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
的
な
も
の
を
想
定

し
て
い
ま
す
が
、
学
習
塾
・

予
備
校
と
組
ん
で
受
験
指
導

す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
柔
軟
な
形
で
こ
の
予
算

を
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

模
範
例
と
し
て
、
豊
後
高

田
市
の「
学
び
の
２１
世
紀
塾
」

と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
５
日
制
に
な
っ
た
時
か

ら
土
曜
日
の
学
習
を
教
育
委

員
会
と
地
域
の
力
と
で
支
え

続
け
、
県
内
学
力
テ
ス
ト
で

ワ
ー
ス
ト
２
位
か
ら
、
今
で

は
８
年
連
続
で
１
位
に
な
っ

た
と
い
う
例
で
す
。

こ
の
よ
う
に
土
曜
日
の
活

動
を
広
げ
る
に
当
た
っ
て

は
、
学
校
や
教
育
委
員
会
が

必
要
と
す
る
人
材
が
す
ぐ
派

遣
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
経

済
団
体
や
企
業
に
も
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
大
学
生
や
地

元
の
企
業
人
や
様
々
な
人
材

を
組
織
し
て
応
援
団
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

２　

道
徳
教
育

高
校
で
は
正
式
な
教
科
と

な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

規
範
意
識
や
社
会
の
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
「
公
共
」

と
い
う
よ
う
な
新
教
科
を
設

け
る
話
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
に
向
け
た
英
語

教
育
の
強
化
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
指
導
要
領
の
改
訂
に

も
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
注

目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

３　

い
じ
め
・
暴
力
行
為
等

の
問
題
へ
の
取
組
み
の
強
化

こ
の
問
題
に
し
っ
か
り
向

き
合
う
た
め
に
教
育
委
員
会

制
度
の
見
直
し
が
教
育
再
生

実
行
会
議
で
議
論
さ
れ
、
中

教
審
で
も
答
申
が
だ
さ
れ
、

今
与
党
内
で
も
ま
れ
て
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。
一
方
、

学
校
と
教
育
委
員
会
で
対
応

に
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
の
で
、

議
員
立
法
で
「
い
じ
め
対
策

推
進
法
」
が
出
来
ま
し
た
。

法
律
で
は
、
都
道
府
県
で
「
い

じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」

を
置
く
こ
と
と
基
本
方
針
を

立
て
る
こ
と
、
学
校
で
も
対

策
を
立
て
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
か
ら
う
ち
の
学
校

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と

学
校
へ
働
き
か
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

体
罰
に
関
し
て
は
、
ま
だ

ま
だ
根
深
く
、
い
ま
だ
に
一

部
の
保
護
者
も
受
忍
し
て
し

ま
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま

す
が
、
暴
力
に
頼
ら
な
い
指

導
法
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
体
罰
の
せ
い
で
ス

ポ
ー
ツ
嫌
い
に
な
っ
た
り
、

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
な

か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

４　

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業

教
育
（
省
略
）。（

２
月
８
日
）

　

文
部
科
学
行
政
に
つ
い
て
（
要
旨
抜
粋
）

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

坪　

田　

知　

広　

氏　

（
前
・
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
長
）　

全P連会報
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Ⅰ　

国
際
比
較
か
ら

１�　

高
校
・
授
業
に
対
す
る

意
識
と
先
生
の
態
度
に
つ

い
て
…
（
図
１
）

・�

高
校
で
学
ん
だ
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
「
と
て
も

大
切
だ
と
思
う
」
が
日
本

は
約
２５
％
、
米
国
は
５０
％

で
、
米
国
に
比
べ
日
本
の

方
が
高
校
で
学
ん
だ
事
に

対
す
る
重
要
性
の
認
識
が

顕
著
に
低
い
。

・�

高
校
の
授
業
に
対
す
る

関
心
は
、
日
本
は
「
と
て

も
興
味
が
あ
っ
た
」
が
約

７
％
で
、
米
国
の
２６
％
に

比
べ
て
著
し
く
低
い
。

・�

頑
張
っ
て
い
る
生
徒
に

対
す
る
先
生
の
態
度
と
し

て
、「
い
つ
も
気
づ
い
て

く
れ
た
」
が
日
本
で
は
約

７
％
、
米
国
で
３４
％
。
文

化
の
違
い
も
あ
る
が
、
米

国
に
比
べ
日
本
の
方
が
先

生
の
生
徒
の
頑
張
り
へ
の

関
心
が
顕
著
に
低
い
。

２�　

高
校
卒
業
の
見
込
み
／

信
頼
で
き
る
大
人
／
目
標

へ
の
意
欲
／
問
題
対
処
力

に
つ
い
て
…
こ
れ
ら
の
自

尊
感
に
関
す
る
項
目
で
も

す
べ
て
米
国
よ
り
低
い
。

３�　

人
と
の
繋
が
り
に
つ

い
て
…
タ
イ
の
女
子
高
校

生
と
比
べ
て
、
日
本
の
男

女
と
も
に
「
友
だ
ち
」
と

の
繋
が
り
で
は
差
は
な
い

が
、「
先
生
」「
母
親
」「
父

親
」
と
の
つ
な
が
り
は
す

べ
て
タ
イ
よ
り
低
い
。

４�　

子
ど
も
へ
の
保
護
者
の

関
与
に
つ
い
て
…（
図
２
）

・�「
宿
題
実
施
の
確
認
」
で

は
日
本
２
％
・
米
国
５２
％

・�「
宿
題
の
手
伝
い
」
で
は

日
本
７
％
・
米
国
５９
％

・�「
テ
レ
ビ
視
聴
制
限
」
で

は
日
本
３
％
・
米
国
１２
％

・�「
夜
間
外
出
制
限
」
で
は

日
本
２０
％
・
米
国
４２
％

・�「
子
ど
も
の
努
力
へ
の
認

識
」
は
日
本
３３
％
・
米
国

５５
％
、
と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
米
国
よ
り
低
い
。

Ⅱ　

日
本
の
高
校
生
の
現
状

５�　

高
校
生
の
リ
ス
ク
行

動
の
実
態
…
こ
の
中
で
は

「
い
じ
め
」
は
加
害
も
被

害
も
前
回
調
査
よ
り
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の

数
は
も
っ
と
多
い
と
思
わ

れ
る
。

６�　

マ
ス
ク
着
用
の
割
合
…

最
近
マ
ス
ク
着
用
の
高
校

生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

が
、
海
外
か
ら
は
不
思
議

な
現
象
と
し
て
報
道
さ
れ

て
い
る
。
病
気
や
予
防
以

外
で
年
中
着
用
す
る
と
回

答
し
た
の
が
男
子
１３
％
、

女
子
３４
％
。
理
由
は
、
顔

を
隠
し
て
落
ち
着
き
た
い

と
い
う
生
徒
が
多
く
、
本

来
相
手
の
表
情
か
ら
気
持

ち
を
く
み
取
る
と
い
う
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
本
を
拒
む
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

７�　

家
庭
学
習
時
間
…
１
時

間
以
下
と
０
時
間
を
合
わ

せ
る
と
男
女
と
も
７５
％
に

な
り
、
中
央
値
で
は
、
男

子
は
３０
分
、
女
子
は
４０
分

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

前
回
調
査
と
は
変
わ
ら
な

い
が
、
あ
ま
り
に
も
日
本

の
高
校
生
は
勉
強
し
て
い

な
い
。

８�　

ゲ
ー
ム
実
施
時
間
は
男

子
平
均
６９
分
、
中
央
値
４５

分
。
女
子
平
均
２１
分
、
中

央
値
０
分
。
テ
レ
ビ
視
聴

時
間
は
男
子
平
均
１．５
時

間
、
中
央
値
１
時
間
。
女

子
平
均
１．９
時
間
、
中
央
値

２
時
間
。
男
子
は
ゲ
ー

ム
、
女
子
は
テ
レ
ビ
に
は

ま
り
や
す
い
傾
向
が
出
て

い
る
。

平
成
２５
年
度　

全
国
高
校
生　

生
活
意
識
調
査
結
果
か
ら

　
大
人
が
出
来
る
こ
と
は
何
か
（
要
旨
抜
粋
）

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
准
教
授　

木　

原　

雅　

子　

氏　

「高校「高校//授業に対する意識と先生の態度」授業に対する意識と先生の態度」
「日米比較調査：高校「日米比較調査：高校22年生」年生」

49.8

60
自分の高校を好きか？

「とても好き」の割合「とても好き」の割合

授業の将来への重要性

「とても興味がある」の割合「とても興味がある」の割合

授業への興味

「とても大切」の割合「とても大切」の割合

あなたがいいことをした時、
先生は気づいてくれたか？

「いつも気づいてくれた」割合「いつも気づいてくれた」割合

(%)
49.8

40

50

32.0
33.6

30

40

21.6

24.8 25.9

20

30

6 7 7.410

20

6.7

0
日本 米国 日本 米国 日本 米国 日本 米国

生徒総数6,123人（男2,959人、女3,164人）：（全国高校生生活意識調査2013：（社）全国高等学校PTA連合会／木原雅子他）

日本 米国 日本 米国 日本 米国 日本 米国

生徒総数58,397人（高校2年生18,093人）：（National Survey on Drug use and Health, 2011,USA)

図１

図２

「子どもへの保護者の関与」（「子どもへの保護者の関与」（Parental involvement)Parental involvement)
「日米比較調査：高校「日米比較調査：高校22年生」年生」

宿題実施の確認
(%)

70
宿題の手伝い テレビに視聴制限 夜間外出制限 子どもの努力の認知

52.3

59.4
55.060

33 0

41.7

40

50

20.4

33.0

20

30

2 1

6.9
3.4

12.1

10

20

日本米国

2.1

0
日本米国 日本米国 日本米国 日本米国

＊「いつも」の割合を表示

生徒総数6,123人（男2,959人、女3,164人）：（全国高校生生活意識調査2013：（社）全国高等学校PTA連合会／木原雅子他）

生徒総数58,397人（高校2年生18,093人）：（National Survey on Drug use and Health, 2011,USA)

＊「いつも」の割合を表示
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Ⅲ　

�

高
校
生
の
ネ
ッ
ト
使
用

状
況

９�　

ス
マ
ホ
所
持
状
況
…
男

女
と
も
ほ
ぼ
９
割
。
前
回

は
３
％
だ
っ
た
か
ら
、
２

年
間
で
こ
れ
ほ
ど
変
化
し

た
。
ス
マ
ホ
の
使
用
時
間

は
男
子
が
２．９
時
間
。
女
子

が
３．９
時
間
。

１０�　

Ｉ
Ｔ
機
器
に
対
す
る

保
護
者
の
態
度
…
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
と
か
時
間
制
限

と
か
機
器
使
用
に
対
す
る

ル
ー
ル
を
何
も
設
け
て
い

な
い
の
が
５１
％
。
使
用
状

況
に
対
し
て
注
意
す
る
の

は
約
６
割
で
、
残
り
４
割

は
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は

全
く
注
意
し
な
い
。
い
わ

ば
野
放
し
状
態
の
保
護
者

が
多
い
。

Ⅳ　

�

ネ
ッ
ト
依
存
に
関
係
す

る
も
の

１１�　

医
学
的
診
断
の
指
標

１０
項
目
に
基
づ
い
て
適
応

的
使
用
群
・
不
適
応
使
用

群
・
病
的
使
用
群
に
分
類

す
る
と
、
男
子
の
８
％
・

女
子
の
１４
％
が
病
的
使
用

状
態
で
、
こ
れ
は
医
学
的

サ
ポ
ー
ト
が
な
い
と
や
め

ら
れ
な
い
状
態
。
不
適
応

使
用
群
を
含
め
る
と
男
子

の
２５
％
・
女
子
の
３５
％
が

ネ
ッ
ト
依
存
の
状
態
。
子

ど
も
は
大
人
に
比
べ
て
習

慣
性
が
つ
き
や
す
く
早

く
依
存
に
な
り
や
す
い
の

で
、
早
目
に
大
人
が
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
。（
図
３
）

１２�　

ス
マ
ホ
使
用
の
理
由
は

「
と
に
か
く
便
利
で
楽
し

い
」
と
ス
マ
ホ
の
機
能
を

堪
能
し
て
い
る
様
子
が
分

か
る
。
一
方
、
ス
マ
ホ
に

よ
る
生
活
の
変
化
も
色
々

だ
が
、
睡
眠
時
間
が
減
っ

た
、
勉
強
時
間
が
減
っ
た

と
い
う
の
が
あ
り
、問
題
。

１３�　

ラ
イ
ン
使
用
時
の
ト

ラ
ブ
ル
と
し
て
一
番
多
い

の
は
友
人
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
。
そ
し
て
個
人
情
報
流

出
の
ト
ラ
ブ
ル
。「
知
ら

な
い
人
か
ら
性
関
係
を
求

め
ら
れ
た
」
と
い
う
女
子

も
多
い
。
こ
ち
ら
も
気
を

つ
け
な
い
と
い
け
な
い
。

１４�　

ネ
ッ
ト
依
存
と
リ
ス
ク

行
動
の
関
係
で
は
、
依
存

状
態
に
あ
る
子
は
そ
う
で

な
い
子
に
比
べ
て
万
引
き
・

自
傷
行
為
・
い
じ
め
加

害
・
い
じ
め
被
害
が
ほ
ぼ

３
倍
近
い
。
マ
ス
ク
着
用

は
リ
ス
ク
行
動
で
は
な
い

が
、
や
は
り
２
倍
か
ら
３

倍
で
、
保
護
者
と
し
て
は

気
を
つ
け
た
方
が
い
い
。

１５�　

ネ
ッ
ト
依
存
と
「
自
分

の
学
校
へ
の
肯
定
感
」
の

関
係
で
は
自
分
の
学
校
が

嫌
い
な
ほ
ど
ネ
ッ
ト
依
存

が
多
い
。
学
校
の
好
き
な

子
の
５
倍
も
多
い
。

１６�　

ネ
ッ
ト
依
存
と
「
高
校

の
授
業
へ
の
興
味
」
の
関

係
で
は
、
授
業
に
興
味
を

持
て
な
い
ほ
ど
ネ
ッ
ト
依

存
が
多
い
。こ
れ
は
４
倍
。

１７�　

ネ
ッ
ト
依
存
と
「
先
生

の
態
度
」
の
関
係
で
は
、

先
生
が
気
づ
い
て
く
れ
な

い
と
感
じ
る
ほ
ど
、
ネ
ッ

ト
依
存
が
多
く
、
３
倍
。

１８�　

ネ
ッ
ト
依
存
と
「
周
囲

の
大
人
の
態
度
」
の
関
係

で
は
、
将
来
を
心
配
し
て

く
れ
る
大
人
が
周
囲
に
い

な
い
子
ほ
ど
ネ
ッ
ト
依
存

が
多
い
。

１９�　

ネ
ッ
ト
依
存
と
「
目
標

達
成
意
欲
」の
関
係
で
は
、

意
欲
が
低
い
ほ
ど
ネ
ッ
ト

依
存
が
多
い
。

２０�　

ネ
ッ
ト
依
存
と
「
自
尊

感
」
の
関
係
で
は
、
自
己

肯
定
感
が
低
い
ほ
ど
ネ
ッ

ト
依
存
が
多
い
。
自
尊
感

に
関
し
て
は
、
毎
年
女
子

が
低
い
。

２１�　

自
尊
感
に
つ
い
て
の
比

較
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
・

台
湾
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が

７０
％
前
半
、
中
国
は
８０
％

近
い
の
に
日
本
は
５９
％
弱

と
低
い
。

最
後
に
私
見
だ
が
、
現
実

の
人
間
関
係
の
中
の
学
校
の

部
分
に
関
し
て
は
、
将
来
の

役
立
ち
感
と
か
授
業
へ
の
関

心
と
か
先
生
方
の
関
わ
り
が

低
い
。
家
庭
で
の
関
わ
り
も

諸
外
国
に
比
べ
て
低
い
。
全

体
と
し
て
大
人
の
見
守
り
が

弱
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
自
尊
感
・
自
己
肯

定
感
を
持
て
な
い
子
ど
も

た
ち
が
学
習
意
欲
の
低
下
、

ネ
ッ
ト
依
存
や
い
じ
め
に
つ

な
が
り
や
す
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
月
９
日
）

図３

▼
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動
は
、
平
成
１８

年
度
か
ら
幼
児
や
小
学
生
を
対
象
に
展
開
さ

れ
た
。
今
、
こ
の
運
動
を
中
高
校
生
へ
も
広

げ
る
動
き
が
あ
る
。

▼
高
校
生
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
指
摘
さ

れ
、
そ
の
原
因
の
１
つ
が
ネ
ッ
ト
依
存
に
よ

り
、
十
分
な
睡
眠
時
間
が
確
保
で
き
て
い
な

い
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

▼
遅
く
ま
で
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
縛
ら
れ
、

朝
起
き
ら
れ
ず
、
朝
食
を
と
ら
ず
、
学
校
に

行
っ
て
も
集
中
で
き
ず
、ま
さ
に
悪
循
環
だ
。

▼
今
春
、
文
科
省
、
総
務
省
を
含
む
８
省
庁

あ
げ
て
対
策
に
取
り
組
む
「
一
斉
行
動
」
を

展
開
し
て
い
る
。ス
マ
ホ
購
入
時
の
対
応
や
、

使
い
方
の
ル
ー
ル
決
め
は
学
校
で
指
導
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
基
本
は
家
庭
で
の
話
し

合
い
で
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。

▼
物
に
使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
賢
く
使
い
こ

な
し
、
早
寝
早
起
き
を
し
、
し
っ
か
り
朝
ご

は
ん
を
と
っ
て
１
日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

く
よ
う
に
導
く
役
目
が
保
護
者
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

相川順子会長の

つぶやき

ネット依存状況（高校ネット依存状況（高校22年生：年生：20132013年）年）

男子 女子男子 女子

8.3%

1133..66%%

17.0%

6633..11%%

2211..44%%

72.6%

生徒総数6,123人（男2,959人、女3,164人）：（全国高校生生活意識調査2013：（社）全国高等学校PTA連合会／木原雅子他）生徒総数6,123人（男2,959人、女3,164人）：（全国高校生生活意識調査2013：（社）全国高等学校PTA連合会／木原雅子他）

病的使用

不適応使用

適応的使用

病的使用

不適応使用

適応的使用
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健
全
育
成
委
員
会

委
員
長　

外
城
戸
昭
一

今
年
度
の
活
動
を
振
り
返

り
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め

た
。

①
高
校
生
生
活
実
態
調
査

　

�

京
都
大
学
木
原
准
教
授
の

ご
協
力
の
も
と
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
を
終
え
た
。
過

去
か
ら
の
推
移
を
比
較
す

る
設
問
や
他
国
の
高
校
生

と
の
比
較
す
る
設
問
、
ま

た
現
状
に
即
し
た
設
問
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

分
析
し
た
結
果
を
充
分
に

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

②
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｓ
テ
ス
ト

　

安
心
協
の
委
託
を
受
け
て

　

�

テ
ス
ト
に
協
力
し
た
。
情

報
端
末
に
関
す
る
親
の
意

識
に
つ
い
て
情
報
を
得
ら

れ
た
。

　

�

高
校
生
の
ス
マ
ホ
使
用
の

の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
ど

の
様
に
子
ど
も
た
ち
を
守

る
か
が
今
後
の
課
題
で
、

親
自
身
が
情
報
端
末
に
つ

い
て
研
修
会
な
ど
を
開
催

し
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

③�

交
通
マ
ナ
ー
の
実
態
に
つ

い
て

　

�

高
校
生
の
自
転
車
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
は
継
続
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
、
子
ど

も
た
ち
の
大
切
な
命
を
守

る
責
務
を
改
め
て
確
認
で

き
た
。
１
年
の
取
り
組
み

を
次
年
度
に
し
っ
か
り
と

引
き
継
い
で
欲
し
い
。

進
路
対
策
委
員
会

　

委
員
長　

鈴
木　

敏
彦

①�

第
６４
回
全
国
大
会
福
井
大

会
の
研
究
発
表
企
画
に
つ

い
て
、
講
演
と
座
談
会
の

二
部
構
成
と
し
、
座
談
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
小
林

浩
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
高

校
生
２
名
、保
護
者
２
名
、

進
路
指
導
担
当
教
員
１
名

と
決
定
し
た
。
人
選
が
今

後
の
課
題
。

②�

同
じ
く
福
井
大
会
の
研
究

発
表
の
運
営
業
務
に
つ
い

て
今
後
詰
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
次
回
の

研
究
発
表
（
平
成
２７
年
度

千
葉
大
会
）
に
向
け
て
福

井
大
会
の
成
果
を
生
か
す

た
め
に
、
現
委
員
で
福
井

大
会
参
加
者
は
事
後
に
反

省
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
す

る
。
ま
た
、
今
年
の
９
月

の
委
員
会
に
講
師
の
小
林

氏
を
お
招
き
し
、
評
価
と

総
括
を
行
う
。

③�

平
成
２５
年
度
事
業
報
告

に
つ
い
て
実
施
事
業
の
評

価
、
反
省
、
申
送
り
等
の

確
認
を
し
た
。

④�

平
成
２６
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
確
認
し
た
。
特
に

「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事

業
」
の
拡
充
に
関
す
る
要

望
書
の
提
出
を
継
続
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

調
査
広
報
委
員
会

委
員
長　

関
根　

英
樹

第
３
回
委
員
会
で
は
①
会

報
７６
、
７７
号
の
総
括
②
７８
号

の
企
画
③
今
年
度
の
事
業
全

般
の
報
告
と
次
年
度
の
事
業

計
画
―
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

①�

会
報
は
お
お
む
ね
良
く

な
っ
て
い
る
が
、
好
評
の

「
輝
く
高
校
生
」
は
、
ス

ポ
ー
ツ
以
外
の
分
野
に
も

対
象
を
広
げ
る
。
必
要
な

情
報
を
入
れ
る
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
た

め
、
企
画
の
取
捨
選
択
も

必
要
―
な
ど
の
意
見
が
出

た
。

②�

震
災
を
伝
え
続
け
る
方
策

を
考
え
る
。
輝
く
高
校
生

の
情
報
を
広
く
求
め
る
。

青
春
白
書
は
今
回
は
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
に
休

み
、
次
回
以
後
を
新
体
制

に
引
き
継
ぐ
。

③�

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
さ
ら
な
る
活

用
。
全
国
大
会
で
の
広
報

紙
展
示
の
扱
い
。
震
災
を

伝
え
る
た
め
の
会
報
の
役

割
の
再
構
築
―
な
ど
を
検

討
課
題
と
し
た
う
え
で
、

引
き
継
ぎ
を
し
っ
か
り
行

う
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

た
。

よ
り
良
い
会
報
発
行
の
た

め
に
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が

何
よ
り
必
要
で
す
。
さ
ら
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。研

修
委
員
会

委
員
長　

坂
井　

正
人

第
４
回
委
員
会
で
は
以
下

の
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

①�

第
６４
回
全
国
大
会
福
井
大

会
に
つ
い
て

②�

全
国
大
会
で
の
広
報
紙
展

示
に
つ
い
て

③�

第
６５
回
全
国
大
会
岩
手
大

会
に
つ
い
て

④�

大
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ

い
て

⑤�

平
成
２５
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て

⑥�

平
成
２６
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て

平
成
２６
年
度
４
月
か
ら
の

消
費
税
増
税
に
伴
う
全
国
大

会
の
参
加
費
・
案
内
方
法
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
修
正
等
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の

事
業
に
共
通
す
る
こ
と
で
す

が
、
増
税
＝
値
上
げ
で
は
な

く
、
十
二
分
に
内
容
を
精
査

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

同
席
さ
れ
た
相
川
会
長
か

ら
は
「
今
一
度
、
全
国
大
会

の
意
義
・
目
的
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。
全
国
大
会
の

目
的
は
研
修
で
あ
る
。」
と

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
福
井
大
会
、
岩
手
大
会

と
も
に
内
容
の
あ
る
充
実
し

た
大
会
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

賠
償
責
任
補
償
制
度

運
営
委
員
会

委
員
長　

三
浦　

啓
亨

賠
償
責
任
補
償
制
度
の

在
り
方
、
要
望
等
に
つ
い
て

各
委
員
・
保
険
会
社
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
出
し
て
貰
っ

た
。
保
険
の
有
責
・
無
責
に

関
す
る
問
題
に
鑑
み
、
学
校

管
理
下
の
と
ら
え
方
、
ど
の

よ
う
な
場
合
に
支
払
わ
れ
な

い
の
か
等
を
討
議
し
た
。
ま

た
、
保
護
者
が
任
意
に
加
入

し
て
い
る
『
子
ど
も
総
合
保

険
』
や
『
自
転
車
総
合
保
険
』

等
と
の
違
い
を
理
解
し
て
貰

う
た
め
の
方
策
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
よ
り
『
な
が
ら
』

行
動
が
見
受
け
ら
れ
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
運
動
を
強
化
す
る
必

要
性
が
あ
る
な
ど
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
最
後

に
こ
の
委
員
会
の
位
置
づ
け
・

委
員
の
選
出
の
仕
方
に
つ
い

て
議
論
し
、
他
の
委
員
会
と

同
様
に
各
地
区
代
表
と
す
る

こ
と
で
一
致
を
み
た
。
理
事

会
に
か
け
承
認
を
貰
う
こ
と

と
し
、
実
務
が
伴
う
の
で
事

務
局
長
が
望
ま
し
い
が
、
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
会
長
で
も
可

と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
。

各

委

員

会

報

告
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全国高等学校ＰＴＡ連合会賠償責任補償制度のお知らせ
あなたの学校も加入しませんか？全国高Ｐ連加盟高校の２校に１校が加入しています。

補償の範囲 補償限度額 平成２４年度事故発生件数

１．生徒の行為に起因する賠償責任

（生徒個人の賠償責任）

対人・対物合算（注）

１事故１億円　自己負担額１事故５千円
（注）対人事故・対物事故合算して１億円が限度となります。

１，４７４件

２．ＰＴＡ活動の遂行に起因する
賠償責任

（ＰＴＡの賠償責任）

対　人 １名５千万円・１事故５億円

５件

対　物 １事故５千万円

自己負担額１事故１千円
（注）対人事故・対物事故それぞれに適用されます。

保管物
加害者１名　　 １０万円
保険期間中　　５００万円
自己負担額１事故５千円

年度 支払金額（千円） 事　故　内　容

１７年度 ４８，４９５
広場で打ち上げ花火をしている途中、携帯を見ている友人に向かって花火を発射、顔面に直撃
し片目を失明させた。

１９年度 ８７，９１５
無灯火の自転車で歩道を走行中、後ろから人に追突し転倒させ、脳挫傷により要介護状態とな
り、死亡させた。【過去最高支払金額】

２０年度 ２７，２５２ 自転車で道路を横断しようとした際に、道路直進中の自転車と接触し、後遺障害を負わせた。

２２年度 １３，５０１ 自転車で交差点を走行中、反対側から来た歩行者と正面衝突し、死亡させた。

☆上記のとおり自転車による人身事故が高額支払いになる傾向にありますが、自転車事故に限らず国内における事故を２４時間、幅広く補償しております☆

詳しくは、「全国高Ｐ連賠償責任補償制度」手引き・チラシをご覧ください。
（各学校へ１月下旬にお送りしています。）

掛　金

補償の範囲と支払済高額事故事例

●制度についてのお問い合わせ窓口 ●引受保険会社

補償期間

生徒１名あたり年間３００円（保険料２９１円＋制度維持費９円）
※補償開始日が平成２５年４月１日の場合。補償期間中の加入については、月ごとに掛け金が減額となります。

＜生徒もしくはＰＴＡに過失があった場合が対象となります＞

平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会

東京都千代田区神田佐久間町２－１奥田ビル３０１号

ＴＥＬ．０３－５８３５－５７１１

引受幹事保険会社 東京海上日動火災保険株式会社 ＴＥＬ．０３－３５１５－４１３３

（担当：公務第二部　公務第一課）

共同引受保険会社 ＡＩＵ損害保険株式会社 ＴＥＬ．０３－５８１９－３４１６

三井住友海上火災保険株式会社 ＴＥＬ．０３－３２５９－４０６１

株式会社損害保険ジャパン ＴＥＬ．０３－３５９３−６４５１
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宮
城
、
岩
手
、
福
島

被
災
三
県
の
現
状

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

が
過
ぎ
、
一
歩
ず
つ
着
実
に

復
興
は
進
む
。
し
か
し
、
千

年
に
一
度
の
大
地
震
に
よ
る

津
波
被
害
や
、
誰
も
経
験
の

な
い
原
発
事
故
の
影
響
で
被

災
地
の
高
校
生
た
ち
は
、
ま

だ
ま
だ
不
自
由
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
現
状
を
知

る
こ
と
で
、
困
難
の
中
で
も

明
日
に
向
か
っ
て
前
向
き
に

歩
む
高
校
生
を
、
全
国
の
父

母
と
教
師
は
し
っ
か
り
と
手

を
結
ん
で
応
援
し
続
け
る
必

要
が
あ
る
。

宮
城
県
に
本
社

の
あ
る
河
北
新
報
の

調
べ
で
は
、
小
中
学

校
も
含
め
る
と
３
月

現
在
で
、
岩
手
、
宮

城
、
福
島
３
県
の
公

立
学
校
の
う
ち
９４
校

が
仮
設
校
舎
で
授
業

を
行
っ
て
お
り
、
約

１
万
７
３
０
０
人
の

児
童
、
生
徒
が
通
っ

て
い
る
と
い
う
。

仮
設
校
舎
は
、
プ

レ
ハ
ブ
や
他
校
の
空

き
教
室
、
廃
校
の
校
舎
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
本

来
の
校
舎
の
よ
う
に
教
育
環

境
が
整
っ
て
い
な
い
。
早
急

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
宮
城
県
の
高

校
で
は
気
仙
沼
向
洋
、
宮
城

県
農
業
、
石
巻
市
立
女
子
商

業
の
３
校
が
仮
設
校
舎
の
ま

ま
だ
と
い
う
。
小
中
学
校
は

２６
校
を
数
え
、
合
わ
せ
て
２９

校
に
な
る
が
、
こ
の
う
ち
２７
校

は
４
年
後
ま
で
に
統
合
か
校

舎
再
建
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

岩
手
県
は
、
高
校
は
県
立

高
田
高（
陸
前
高
田
市
）の
１

校
と
な
っ
て
お
り
、
小
中
学

校
は
１６
校
で
合
わ
せ
て
１７
校

が
仮
設
校
舎
に
入
っ
て
い
る

が
、
高
田
高
を
含
め
１４
校
は

新
校
舎
建
設
が
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
原
発
事
故
が
起
き

た
福
島
県
だ
け
は
特
殊
事
情

が
続
く
。
高
校
を
含
む
４８
校

が
仮
設
校
舎
に
入
っ
て
い
る

が
、
避
難
区
域
の
３６
校
は
、

避
難
先
の
学
校
に
通
う
し
か

な
い
。
高
校
５
校
は
今
年
度

で
入
学
者
募
集
停
止
が
決

ま
っ
て
い
る
。
本
校
を
復
活

さ
せ
る
兆
し
も
み
え
な
い
ま

ま
だ
。

宮
城
県
の
高
校
の被

害
状
況

今
回
は
、
津
波
に
よ
っ
て

大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城

県
の
専
門
高
校
を
中
心
に
紹

介
す
る
。
宮
城
県
の
県
立
学

校
は
震
災
で
９７
校
中
９１
校
が

何
ら
か
の
施
設
被
害
を
受
け

た
。
被
害
総
額
は
２
７
９
億

円
と
推
定
さ
れ
た
。
当
時
の

高
校
生
及
び
教
職
員
の
死

亡
・
行
方
不
明
者
の
人
的
被

害
は
９４
人
を
数
え
て
い
る
。

校
舎
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
気
仙
沼
向
洋
高
（
気
仙

沼
市
）、
宮
城
県
農
業
高
（
名

取
市
）、
宮
城
県
水
産
高
（
石

巻
市
）
は
仮
設
校
舎
で
の
学

校
生
活
を
余
義
な
く
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
高
校
の
当
時

の
状
況
と
現
況
を
紹
介
す
る
。

【
気
仙
沼
向
洋
高
】
地
震

発
生
時
、
校
舎
内
に
は
約

１
７
０
人
の
生
徒
が
い
た
。

海
岸
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル

の
位
置
に
あ
る
校
舎
は
、
津

波
が
４
階
床
上
ま
で
浸
水
し

た
。
体
育
館
や
実
習
棟
は
流

出
し
、
校
舎
施
設
は
壊
滅

的
被
害
を
受
け
た
。
近
隣

の
家
屋
や
建
物
も
流
出
し
、

学
校
の
あ
る
階
上
地
区
は

１
７
４
６
戸
が
全
壊
と
な
っ

た
。
生
徒
は
全
員
約
２
キ
ロ

先
の
避
難
所
に
逃
げ
た
が
、

約
２０
人
の
教
職
員
が
校
舎
に

取
り
残
さ
れ
、
後
に
救
出
さ

れ
る
。
震
災
後
の
新
年
度
は

５
月
９
日
か
ら
始
ま
る
が
、

近
隣
の
３
校
に
学
科
ご
と

に
分
か
れ
て
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。
半
年
後
の
１１
月
に
、

や
っ
と
気
仙
沼
高
校
第
二
運

動
場
に
仮
設
校
舎
を
建
て
一

つ
の
学
校
と
し
て
の
活
動
を

再
開
し
た
。
そ
の
後
、
今
で

も
仮
設
校
舎
で
の
生
活
が
続

い
て
い
る
。

【
宮
城
県
農
業
高
】
津
波
が

校
舎
２
階
床
上
ま
で
浸
水

し
、
周
囲
の
農
場
や
実
習
施

設
を
含
め
約
３２
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
る
敷
地
全
て
が
壊
滅
的
被

害
を
受
け
た
。
津
波
の
痕
跡

調
査
で
は
３
・
４
メ
ー
ト
ル

の
津
波
に
襲
わ
れ
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。
発
生
当
日

は
、
浸
水
で
交
通
網
が
遮
断

さ
れ
、
寄
宿
舎
の
生
徒
や
教

職
員
が
校
舎
に
取
り
残
さ
れ

た
。
農
場
は
汚
泥
や
塩
害
の

た
め
復
旧
困
難
と
な
っ
た
。

現
在
は
宮
城
県
農
業
・
園
芸

総
合
研
究
所
に
あ
る
農
業
大

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置

さ
れ
た
仮
設
校
舎
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
。
計
画
で
は
平

成
２９
年
度
末
の
完
成
を
目
指

し
て
、
名
取
市
内
西
部
に
新

校
舎
建
設
を
進
め
て
い
る
。

【
宮
城
県
水
産
高
】
津
波
で

校
舎
１
階
が
水
没
し
、
ほ
と

ん
ど
が
使
用
不
能
と
な
っ

た
。
卒
業
生
や
在
校
生
に
も

犠
牲
者
が
出
た
。
さ
ら
に
地

震
で
地
盤
が
著
し
く
沈
下

し
、
大
潮
や
大
雨
の
際
に
は

校
舎
一
階
ま
で
浸
水
す
る
よ

う
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
市

内
内
陸
部
の
石
巻
北
高
の
敷

地
内
に
仮
設
校
舎
を
設
け
て

授
業
を
行
っ
た
。（
２４
年
１１
月

に
元
の
校
舎
に
戻
っ
た
。）

被
災
地
の
高
校
ル
ポ

調
査
広
報
委
員
長　

関　

根　

英　

樹

▼震災当日、津波に襲われる気仙沼向洋高校

気仙沼向洋高校

宮城県水産高校

宮城県農業高校

▼津波で破壊された気仙沼向洋高校の校舎（半年後）

▼現在、生徒が学ぶ気仙沼向洋高校の仮設校舎
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高
校
生
！

世
界
に
羽
ば
た
け
！

シ
リ
ー
ズ

点

　

ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
学
業
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
世
界
に
羽
ば

た
く
高
校
生
が
い
ま
す
。
輝
く

高
校
生
。
そ
の
活
躍
と
保
護
者

の
思
い
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。（
調
査
広
報
委
員
会
）

５
回
目
は
世
界
的
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
を
目
指
す
若

手
の
登
竜
門
と
し
て
知
ら
れ
る
第
４２
回
ロ
ー
ザ
ン

ヌ
国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
、
日
本
中
の
注
目

を
集
め
て
い
る
長
野
県
の
松
本
第
一
高
校
３
年
の
二
山
治

雄
（
に
や
ま
・
は
る
お
）
君
（
１７
）
と
ご
両
親
の
正
治
さ

ん
（
６０
）、
晶
子
さ
ん
（
５６
）
で
す
。

第

▲
�

小
さ
い
頃
か
ら
カ
メ
ラ
を
向
け
る

と
バ
レ
エ
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
た

二
山
君

▲

帰
国
後
、
姉
た
ち
と
優
勝
を
喜
び
合
う

　

二
山
君
（
左
か
ら
２
人
目
）

◆�

二
山
治
雄
（
に
や
ま
・
は

る
お
）
長
野
県
松
本
市
出

身
。
４
人
姉
弟
（
姉
３
人
）

の
末
っ
子
。
６
歳
か
ら
バ
レ

エ
を
始
め
、
小
学
６
年
の

時
に
長
野
市
に
本
部
の
あ

る
バ
レ
エ
教
室
に
も
通
い

始
め
て
、
本
格
的
に
研
鑽

を
積
む
。
中
学
で
東
京
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
２
位
入
賞
。

松
本
第
一
高
校
進
学
後
、

高
校
２
年
で
ジ
ャ
パ
ン
グ

ラ
ン
プ
リ
総
合
入
賞
１
位

と
な
る
。
そ
の
後
、
ス
ペ
イ

ン
で
初
め
て
海
外
レ
ッ
ス

ン
を
経
験
。
帰
国
後
の
ユ
ー

ス
ア
メ
リ
カ
グ
ラ
ン
プ
リ

日
本
予
選
で
１
位
、
Ｎ
Ｂ

Ａ
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
男
性

の
部
１
位
な
ど
に
輝
く
。

趣
味
は
菓
子
作
り
で
、
小

さ
い
頃
か
ら
姉
た
ち
と
菓

子
作
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。

―�

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
コ
ン
ク
ー
ル

は
ど
ち
ら
で
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
か
。

晶
子
さ
ん　

日
本
に
い
て
、

ネ
ッ
ト
で
毎
日
、
息
子
の
姿

を
探
し
な
が
ら
審
査
レ
ッ
ス

ン
の
様
子
を
見
て
い
ま
し

た
。
最
終
の
決
勝
戦
は
日
本

時
間
で
は
午
後
１１
時
（
現
地

時
間
午
後
３
時
）
か
ら
で
、

夜
中
ま
で
ネ
ッ
ト
観
戦
を
続

け
ま
し
た
。

―�

優
勝
し
た
と
き
の
気
持
ち

は
。

晶
子
さ
ん　

最
後
に
名
前
が

呼
ば
れ
た
と
き
は
耳
を
疑
い

ま
し
た
。
息
子
が
ス
テ
ー

ジ
の
中
央
に
出
て
き

た
姿
を
見
て
体
が
震

え
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
、「
先

生
を
始
め
両
親
や
支

え
て
く
れ
た
多
く
の

方
に
感
謝
し
ま
す
」

と
答
え
た
と
き
は
涙

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
多
く
の
方
に

支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま

で
や
っ
て
こ
ら
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

―�

小
さ
い
頃
は
ど
ん

な
お
子
さ
ん
で
し
た
か
。

晶
子
さ
ん　

３
人
の
姉
た
ち

に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
せ
い

か
、
お
し
ゃ
べ
り
で
世
話
好

き
な
子
で
し
た
。
運
動
神
経

は
抜
群
で
、
足
は
速
く
、
竹

馬
も
一
番
高
い
と
こ
ろ
で
で

き
ま
し
た
。
体
も
驚
く
ほ
ど

柔
ら
か
で
し
た
。
小
学
校
１

年
生
の
４
月
に
女
の
子
た
ち

が
踊
っ
て
い
る
バ
レ
エ
を
見

て
、「
僕
、
や
り
た
い
」
と

言
い
だ
し
、
サ
ッ
カ
ー
や
野

球
に
は
目
も
く
れ
ず
、
女
の

子
の
中
で
一
人
黙
々
と
レ
ッ

ス
ン
し
て
い
ま
し
た
。

―�

お
子
さ
ん
を
育
て
る
上

で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
。

晶
子
さ
ん　

個
性
を
尊
重
し

ま
し
た
。
男
の
子
だ
か
ら
と

い
っ
て
男
の
子
ら
し
い
こ
と

を
要
望
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
子
の
思
い
を
受
け
止
め

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
苦
し
み
や
悲
し
み
を
乗

り
越
え
、
感
激
や
感
動
を
た

く
さ
ん
経
験
し
て
感
性
を
磨

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

―
今
後
へ
の
思
い
は
。

晶
子
さ
ん　

世
界
で
踊
る
こ

と
は
こ
れ
か
ら
想
像
も
つ
か

な
い
よ
う
な
困
難
が
待
ち
受

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
の
魅
力
を
引
き
出
し
、

感
動
を
与
え
ら
れ
る
ダ
ン

サ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

 

お
母
さ
ん
へイ

ン
タ
ビ
ュ
ー
　

コンクールで見事な踊りを披露する二山君
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「教育と考福」
第６４回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会

三方五湖東尋坊

　
第
六
十
四
回
全

連
合
会
大
会
福
井

年
八
月
二
十
一
日

（
金

）
・
二
十
三

サ
ン
ド
ー

ム
福
井

催
さ
れ
ま
す

。

　
こ
う
し
た
現
代

た
ち
が
自
ら
目
標

に
成
長
す
る
た
め

で
き
る
こ
と
を
先

今
一
度
時
代
に
沿

善
の
方
法
を
追
求

は
な
い
で
し
ょ
う

　

「
教
育
と
考
福

マ

、

「
未
来
に
引

を
サ
ブ
テ
ー

マ
と

員
会
で
皆
様
を
お

積
み
重
ね
て
い
る

　
私
た
ち
を
取
り

変
化
し
て
い
る
今

く
子
ど
も
た
ち
に

針
や
方
向
性
が
見

い
え
ま
す

。
こ
れ

な
の
か

、
ど
こ
へ

な
ど

、
子
ど
も
た

安
を
抱
え
て
い
る

見
守
る
側
で
あ
る

か
ら
の
未
来

」
に

な

っ
て
い
る
の
が

国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

大
会
が
平
成
二
十
六

（
木

）
・
二
十
二
日

日

（
土

）
の
三
日
間

を
メ
イ
ン
会
場
に
開

越前漆器のなかに、福井県の
名物・名産の恐竜、めがね、
水仙、越前ガニ、ふぐを詰め
ました。福井ってこんなに素敵
だと思ってもらえるよう高校生
がデザインしました

代
に
あ

っ
て

、
子
ど
も

標
を
持
ち
創
造
力
豊
か

に

、
私
た
ち
は
自
ら

先
人
の
知
恵
に
習
い

、

沿

っ
て
考
え

、
常
に
最

求
す
る
姿
勢
が
大
切
で

か

。

福

」
を
メ
イ
ン
テ
ー

引
き
継
ぐ
知
と
恵
み

」

し

、
現
在

、
実
行
委

お
迎
え
す
べ
く
準
備
を

と
こ
ろ
で
す

。

り
巻
く
環
境
が
著
し
く

今
日

、
大
人
だ
け
で
な

に
と

っ
て
も
生
き
る
指

見
出
し
づ
ら
い
時
代
と

れ
か
ら
何
を
す
る
べ
き

向
か
う
と
良
い
の
か

た
ち
は
漠
然
と
し
た
不

る
ば
か
り
か

、
成
長
を

る
私
た
ち
も

、

「
こ
れ

に
確
信
が
持
て
な
く

現
状
で
す

。

８月２１日（木）大会前日

がデザインしました。

時間 行事 会　　場

　
い
つ
の
時
代
も

、

福
を
願
う
親
の
思
い

を
幹
に

、
子
ど
も
自

「
し
あ
わ
せ

」
の
花

　
福
井
大
会
で
は

「

ど
も
た
ち
の

「
し
あ

校
・
家
庭
・
地
域
・

直
し
共
に
学
び
連
携

を
目
指
す
大
会
と
し

全
て
は
子
ど
も
た
ち

11：30～12：30 研修委員会打合せ
13：30～15：00 分科会別会議

恐
竜
博
物
館

福井市地域交流プラザ５０１
各分科会会場

（主）サンドーム福井

17：30～19：30 歓迎レセプション

 8：00～
9：00～ 9：30

受付
アトラクション

時間 行事

８月２２日（金）大会第１日

16：00～17：00 大会運営会議
15：00～16：00

開会式、全体会

ユアーズホテルフクイ

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

い
は
皆
同
じ
で
す

。
そ
ん

自
身
の

「
生
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13：30～15：00 分科会別会議

会　　場

福井市地域交流プラザ６０１ＢＣ
福井県民ホール

各分科会会場
全国事務局長会議
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未
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井
（副）福井フェニックスプラザ
（副）敦賀市民文化センター

サンドーム福井

８月２２日（金）大会第１日　分科会
13：30～14：00

第１分科会
第２分科会

ハーモニーホールふくい
越前市文化センター

受付
全国高Ｐ連研究発表

 9：00～ 9：30
 9：40～10：30
10：40～11：50

アトラクション
開会式
基調講演

か
な
成
長
と
幸

ん
な
親
の
愛
情

が
枝
葉
と
な
り

。ー

マ
に
掲
げ
子

考
え
ま
す

。
学

役
割
を
見
つ
め

の
更
な
る
深
化

徒

、
保
護
者

、
先
生
が
手
を

未
来
に
向
か

っ
て
…

高
校
生
の
作
品
で
す

。

）8：00～ 受付

敦賀市民文化センター

８月２３日（土）大会第２日　全体会、閉会式

特別第２分科会

14：00～16：30
第２分科会
第３分科会
第４分科会
特別第１分科会

越前市文化センター
福井フェニックスプラザ
敦賀きらめきみなと館
鯖江市文化センター

を
取
り
合

 8：00
 9：00～9：50
10：00～11：10
11：20～12：00

受付
アトラクション
記念講演
閉会式

サンドーム福井
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